
　

５
月
８
日
㈯
と
９
日
㈰
、
第
21

回
森
と
花
の
祭
典
￨「
み
ど
り
の

感
謝
祭
」が
、
東
京
都
の
日
比
谷

公
園
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
行
事
は
、
森
林
・
樹
木
・

花
な
ど
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通

じ
て
、
そ
の
恩
恵
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
健
全
な
青
少
年
の
育
成

や
地
球
温
暖
化
防
止
に
貢
献
す
る

緑
化
運
動
の
推
進
を
目
的
に
開
催

さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

８
日
に
行
わ
れ
る
式
典
で
は
、

全
国
で
活
躍
す
る「
緑
の
少
年
団
」

に
よ
る
入
場
行
進
や
、
み
ど
り
や

森
林
に
関
し
て
顕
著
な
功
績
の

あ
っ
た
方
に
贈
ら
れ
る「
み
ど
り
の

文
化
賞
」の
顕
彰
、
地
域
の
環
境

美
化
・
緑
づ
く
り
に
取
り
組
む
皆

さ
ん
に
対
す
る
苗
木
と
花
の
特
別

贈
呈
、
山
火
事
予
防
ポ
ス
タ
ー
用

原
画
入
賞
作
品
の
表
彰
な
ど
が
行

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
併
催
行
事
と

し
て
全
国
各
地
の
森
林
の
恵
み
や

森
林
づ
く
り
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
の
イ
ベ
ン
ト「
森
林（
も
り
）の

市
」も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

風
清
ら
か
な
初
夏
、
私
た
ち
の

生
活
に
潤
い
を
与
え
て
く
れ
る
森

林
と
緑
に
ふ
れ
、
そ
の
大
切
さ
を

改
め
て
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

青
葉
の
す
が
す
が
し
い
時
期
、
４
月
15
日
か
ら
５
月
14
日
ま
で
の

一
ヶ
月
は「
み
ど
り
の
月
間
」で
す
。

　

期
間
中
は「
み
ど
り
の
感
謝
祭
」が
開
催
さ
れ
る
ほ
か
、
５
月
４
日

の「
み
ど
り
の
日
」を
中
心
に
、
全
国
各
地
で
自
然
と
ふ
れ
あ
う
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

４月15日㈭〜５月14日㈮

みどりの月間

みどりのイベント紹介

第
21
回
森
と
花
の
祭
典
￨「
み
ど
り
の
感
謝
祭
」
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森林の
息吹に
ふれよう

日
時
：

５
月
８
日
㈯ 

10
時
〜
17
時

　
　

９
日
㈰ 

10
時
〜
16
時

　
（
入
場
無
料
、
雨
天
決
行
）

場
所
：
都
立
日
比
谷
公
園

　
（
に
れ
の
き
広
場
・
第
２
花
壇
）

●
主
な
催
し

⑴
み
ん
な
で
学
ぶ
森も

り林
の
働
き

　

国
民
参
加
に
よ
る
森も

り林
づ
く
り

の
活
動
の
パ
ネ
ル
展
示
や
森
林
浴

の
資
料
な
ど
、
森
林
・
林
業
の
役

割
を
紹
介
し
ま
す
。

⑵
森も

り林
の
恵
み
を
エ
ン
ジ
ョ
イ

　

木
工
品
、
山
菜
、
き
の
こ
等
の

豊
か
な
森も

り林
の
恵
み
や
地
方
の
特

産
物
の
展
示
販
売
、
親
子
で
楽
し

め
る
木
工
教
室
や
丸
太

切
り
な
ど
の
体
験
コ
ー

ナ
ー
で
木
と
の
ふ
れ
あ

い
も
楽
し
め
ま
す
。

⑶
み
ん
な
で
参
加

「
森も

り林
の
ス
テ
ー
ジ
」

　

和
太
鼓
な
ど
の
郷
土

芸
能
、
草
笛
の
演
奏
、

木
工
品
の
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
な
ど
、
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

見
て
、
聞
い
て
、
参
加
す
る
楽
し

い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
催
さ
れ
ま

す
。

　４月15日から５月14日までは、「みどりの月間」

です。

　新緑がまぶしい季節を迎える中、この「みどりの

月間」は、特に国民が「みどり」を意識しやすい時期

でもあります。

　農林水産省といたしましては、多くの人々に身

近な緑や森林に親しんでもらえるよう、この時期

に「みどりの感謝祭」等の緑化行事を開催するとと

ともに、「緑の募金でふせごう地球温暖化」をテー

マに緑の募金運動を重点的に展開します。

　緑の募金は、国民の自発的な森林整備活動を

推進するものであり、直接森林づくりに参加する

機会がない方も、緑の募金運動に参加することに

よって森林を支えることができます。

　地球温暖化や生物多様性などの環境問題が、

人類共通の課題となっている今日、私たちの暮ら

しを支える、かけがえのない緑や森林を守り育て

るため、緑の募金活動が全国各地で積極的に展

開されることは、大変に意義深いものです。

　農林水産省といたしましても、緑や森林を守り

育て緑豊かな国土の形成・保全に積極的に取り組

んでいるところであり、多くの国民の皆様のご理

解とご協力をお願いいたします。

み
ど
り
の
感
謝
祭
併
催
行
事

「
森も

り林
の
市
」を
開
催
！

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
緑
の
募
金
」は
、
身
近
な
地
域

や
国
内
外
の
森
づ
く
り
に
貢
献
す

る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な「
森
づ

く
り
・
人
づ
く
り
」の
活
動
に
生
か

さ
れ
ま
す
。

　

よ
り
多
く
の
方
々
の「
緑
の
募

金
」へ
の
参
加
に
よ
り
、
国
民
全
体

で
森
林
を
守
り
育
て
る
運
動
と
し

て
発
展
で
き
る
よ
う
、
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
「
緑
の
募
金
」は
、
社
団
法
人
国

土
緑
化
推
進
機
構
・
各
都
道
府
県

緑
化
推
進
委
員
会
が
主
体
と
な
っ

て
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

社
団
法
人
国
土
緑
化
推
進
機
構（
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル0120-110-381

、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://w

w
w

.
green.or.jp/

）ま
で
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

４
月
15
日
か
ら「
緑
の
募
金
」

全
国
強
調
月
間
が
ス
タ
ー
ト
！

〜
明
日
に
つ
な
が
る
豊
か
な
森
林
づ
く
り
に
ご
協
力
を
〜

　

私
た
ち
の
豊
か
な
生
活
を
支
え
、

多
く
の
恵
み
を
与
え
て
く
れ
る
森

林
は
、
私
た
ち
共
通
の
財

産
で
す
。
森
林
を
整

備
し
た
り
緑
を
増
や

す
こ
と
は
、
農
山

村
の
人
々
や
専
門

家
だ
け
の
課
題
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
人
ひ
と
り
が
可

能
な
方
法
で
森
づ

く
り
に
参
加
す
る
こ

談　
話
赤松農林水産大臣
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